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(57)【要約】
　内視鏡システムは、蛍光を発生させるための励起波長
を含む第１の波長帯域の透過率が所定の透過率でありか
つ第２の波長帯域の透過率が第１の透過率である第１の
フィルタと、第１の波長帯域の透過率が所定の透過率で
ありかつ第２の波長帯域の透過率が第２の透過率である
第２のフィルタと、光源から発せられる光の光路上に第
１または第２のフィルタを介挿させることにより、第１
及び第２の波長帯域の光を出射する光源装置と、カメラ
ユニットと、反射光画像の明るさを基準値に維持するた
めの制御を行った後で、反射光画像の明るさが基準値未
満になった際に、光路上に介挿されるフィルタを第１の
フィルタから第２のフィルタへ切り替えるための制御を
行う制御部と、を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に投与された蛍光薬剤を励起して蛍光を発生させるための励起波長を含む第１
の波長帯域の透過率が所定の透過率であるとともに、前記第１の波長帯域とは異なる波長
帯域である第２の波長帯域の透過率が前記所定の透過率よりも低い第１の透過率であるよ
うな透過特性を具備して形成された第１の光学フィルタと、
　前記第１の波長帯域の透過率が前記所定の透過率であるとともに、前記第２の波長帯域
の透過率が前記第１の透過率よりも高くかつ前記所定の透過率よりも低い第２の透過率で
あるような透過特性を具備して形成された第２の光学フィルタと、
　前記第１の光学フィルタ及び前記第２の光学フィルタを具備し、単一の光源から発せら
れる光の光路上に前記第１の光学フィルタまたは前記第２の光学フィルタのいずれかを介
挿させることにより、前記第１の波長帯域の光と、前記第２の波長帯域の光と、を出射す
るように構成された光源装置と、
　前記被検体内の被写体に前記第１の波長帯域の光を照射した際に発生する前記蛍光と、
前記被写体に前記第２の波長帯域の光を照射した際に発生する反射光と、を撮像するよう
に構成されたカメラユニットと、
　前記反射光を撮像して得られる反射光画像の明るさを、前記光路上に前記第１の光学フ
ィルタが介挿された直後の明るさに相当する明るさ基準値に維持するための所定の制御を
行った後で、前記反射光画像の明るさが前記明るさ基準値未満になったことを検出した際
に、前記光路上に介挿される光学フィルタを前記第１の光学フィルタから前記第２の光学
フィルタへ切り替えるための制御を前記光源装置に対して行うように構成された制御部と
、
　を有することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記カメラユニットに設けられ、前記制御部の制御に応じて光学的な変倍動作を行うよ
うに構成された光学ズーム機構をさらに有し、
　前記制御部は、前記所定の制御として、前記光学的な変倍動作における現在の光学倍率
を最大光学倍率と最小光学倍率との間で徐々に変化させるための制御を前記光学ズーム機
構に対して行う
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記制御部は、前記光学的な変倍動作における現在の光学倍率を前記最小光学倍率に変
化させた後で、前記反射光画像の明るさが前記明るさ基準値未満になったことを検出した
際に、前記光路上に介挿される光学フィルタを前記第１の光学フィルタから前記第２の光
学フィルタへ切り替えるための制御を前記光源装置に対して行うとともに、前記光学的な
変倍動作における現在の光学倍率を前記最小光学倍率から前記最大光学倍率へ瞬時に変化
させるための制御を前記光学ズーム機構に対して行う
　ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記反射光画像に対して電子的な変倍処理を施すように構成された電子ズーム処理部を
さらに有し、
　前記制御部は、前記光学的な変倍動作における現在の光学倍率の逆数に相当する倍率で
前記電子的な変倍処理を行わせるための制御を前記電子ズーム処理部に対して行う
　ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記制御部は、前記光路上に介挿される光学フィルタを前記第１の光学フィルタから前
記第２の光学フィルタへ切り替えるための制御と、前記光学的な変倍動作における現在の
光学倍率を前記最小光学倍率から前記最大光学倍率へ瞬時に変化させるための制御と、を
行った後で、前記所定の制御を再度行う
　ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡システム。
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【請求項６】
　前記蛍光を撮像して得られる蛍光画像に対し、前記第１の光学フィルタから前記第２の
光学フィルタへの切り替え時における明るさの変動を抑制するための階調変換処理を施す
ように構成された階調変換処理部をさらに有する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡システムに関し、特に、蛍光観察に用いられる内視鏡システムに関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野の内視鏡観察においては、例えば、生体内に存在する蛍光物質、または、生体
内に投与された蛍光薬剤を励起するための励起光を所望の被写体に照射した際の蛍光の発
生状態に基づき、当該所望の被写体に病変部位が含まれているか否か等を診断するような
観察手法である、蛍光観察が従来行われている。そして、例えば、日本国特開２００６－
２８８７６０号公報には、蛍光観察に利用可能な内視鏡システムが開示されている。
【０００３】
　また、蛍光観察においては、生体内の所望の被写体に対する励起光の照射に応じて発生
した蛍光の発生部位を同定するために、例えば、当該蛍光の波長帯域とは異なる波長帯域
の参照光を当該所望の被写体に照射するような手法が従来用いられている。
【０００４】
　ところで、参照光を用いた蛍光観察においては、例えば、参照光の反射光を撮像して得
られる画像の明るさが観察距離の増加に伴って減少することに起因し、当該画像に基づく
蛍光の発生部位の背景の視認が困難な状態になってしまう場合が生じやすい、という問題
点がある。
【０００５】
　しかし、日本国特開２００６－２８８７６０号公報には、前述の問題点を解消可能な手
法等について特に言及されておらず、すなわち、前述の問題点に応じた課題が依然として
存在している。
【０００６】
　本発明は、前述した事情に鑑みてなされたものであり、蛍光観察において、蛍光の発生
部位を同定可能な状態を極力維持しつつ観察を行うことが可能な内視鏡システムを提供す
ることを目的としている。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様の内視鏡システムは、被検体内に投与された蛍光薬剤を励起して蛍光を
発生させるための励起波長を含む第１の波長帯域の透過率が所定の透過率であるとともに
、前記第１の波長帯域とは異なる波長帯域である第２の波長帯域の透過率が前記所定の透
過率よりも低い第１の透過率であるような透過特性を具備して形成された第１の光学フィ
ルタと、前記第１の波長帯域の透過率が前記所定の透過率であるとともに、前記第２の波
長帯域の透過率が前記第１の透過率よりも高くかつ前記所定の透過率よりも低い第２の透
過率であるような透過特性を具備して形成された第２の光学フィルタと、前記第１の光学
フィルタ及び前記第２の光学フィルタを具備し、単一の光源から発せられる光の光路上に
前記第１の光学フィルタまたは前記第２の光学フィルタのいずれかを介挿させることによ
り、前記第１の波長帯域の光と、前記第２の波長帯域の光と、を出射するように構成され
た光源装置と、前記被検体内の被写体に前記第１の波長帯域の光を照射した際に発生する
前記蛍光と、前記被写体に前記第２の波長帯域の光を照射した際に発生する反射光と、を
撮像するように構成されたカメラユニットと、前記反射光を撮像して得られる反射光画像
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の明るさを、前記光路上に前記第１の光学フィルタが介挿された直後の明るさに相当する
明るさ基準値に維持するための所定の制御を行った後で、前記反射光画像の明るさが前記
明るさ基準値未満になったことを検出した際に、前記光路上に介挿される光学フィルタを
前記第１の光学フィルタから前記第２の光学フィルタへ切り替えるための制御を前記光源
装置に対して行うように構成された制御部と、を有する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施例に係る内視鏡システムの要部の構成を示す図。
【図２】実施例に係る内視鏡システムの内部構成の一例を説明するための図。
【図３】実施例に係る内視鏡システムにおいて用いられる励起光カットフィルタ及び原色
カラーフィルタの透過特性の一例を示す図。
【図４】実施例に係る内視鏡システムにおいて用いられる回転フィルタの構成の一例を示
す図。
【図５】図４の回転フィルタに設けられた白色光観察用フィルタの透過特性の一例を示す
図。
【図６】図４の回転フィルタに設けられた第１の蛍光観察用フィルタの透過特性の一例を
示す図。
【図７】図４の回転フィルタに設けられた第２の蛍光観察用フィルタの透過特性の一例を
示す図。
【図８】実施例に係る内視鏡システムの階調変換処理において用いられる階調変換関数Ｔ
Ｆ１の一例を示す図。
【図９】実施例に係る内視鏡システムの階調変換処理において用いられる階調変換関数Ｔ
Ｆ２の一例を示す図。
【図１０】実施例に係る内視鏡システムの階調変換処理において用いられる階調変換関数
ＴＦ３の一例を示す図。
【図１１】実施例に係る内視鏡システムの階調変換処理において用いられる階調変換関数
ＴＦ４の一例を示す図。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しつつ説明を行う。
【００１０】
　図１から図１１は、本発明の実施例に係るものである。
【００１１】
　内視鏡システム１は、図１に示すように、被検体内に挿入されるとともに、当該被検体
内における生体組織等の被写体を撮像して撮像信号として出力するように構成された内視
鏡２と、当該被写体を照明するための照明光を内視鏡２に供給するように構成された光源
装置３と、内視鏡２から出力される撮像信号に対して信号処理を施すことにより映像信号
を生成して出力するように構成されたビデオプロセッサ４と、ビデオプロセッサ４から出
力される映像信号に応じた画像等を画面上に表示するように構成されたモニタ５と、を有
している。図１は、実施例に係る内視鏡システムの要部の構成を示す図である。
【００１２】
　内視鏡２は、細長の挿入部６を備えた光学視管２Ａと、光学視管２Ａの接眼部７に対し
て着脱可能なカメラユニット２Ｂと、を有して構成されている。
【００１３】
　光学視管２Ａは、被検体内に挿入される細長の挿入部６と、挿入部６の基端部に設けら
れた把持部８と、把持部８の基端部に設けられた接眼部７と、を有して構成されている。
【００１４】
　挿入部６の内部には、図２に示すように、ケーブル１３ａを介して供給される照明光を
伝送するためのライトガイド１１が挿通されている。図２は、実施例に係る内視鏡システ
ムの内部構成の一例を説明するための図である。
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【００１５】
　ライトガイド１１の出射端部は、図２に示すように、挿入部６の先端部における照明レ
ンズ１５の近傍に配置されている。また、ライトガイド１１の入射端部は、把持部８に設
けられたライトガイド口金１２に配置されている。
【００１６】
　ケーブル１３ａの内部には、図２に示すように、光源装置３から供給される照明光を伝
送するためのライトガイド１３が挿通されている。また、ケーブル１３ａの一方の端部に
は、ライトガイド口金１２に対して着脱可能な接続部材（不図示）が設けられている。ま
た、ケーブル１３ａの他方の端部には、光源装置３に対して着脱可能なライトガイドコネ
クタ１４が設けられている。
【００１７】
　挿入部６の先端面には、ライトガイド１１により伝送された照明光を外部へ出射するた
めの照明レンズ１５が配置された照明窓（不図示）と、外部から入射される光に応じた光
学像を得るための対物レンズ１７が配置された対物窓（不図示）と、が相互に隣接して設
けられている。
【００１８】
　挿入部６の内部には、図２に示すように、対物レンズ１７により得られた光学像を接眼
部７へ伝送するためのリレーレンズ１８が設けられている。
【００１９】
　接眼部７の内部には、図２に示すように、リレーレンズ１８により伝送された光学像を
肉眼で観察可能とするための接眼レンズ１９が設けられている。
【００２０】
　カメラユニット２Ｂは、図２に示すように、励起光カットフィルタ２１と、結像レンズ
２２と、レンズ駆動機構２３と、ＣＣＤ２４と、を有して構成されている。また、カメラ
ユニット２Ｂは、ビデオプロセッサ４に対して着脱可能な信号コネクタ２８を端部に設け
た信号ケーブル２７を有して構成されている。
【００２１】
　励起光カットフィルタ２１は、光源装置３から出射される励起光の波長帯域を遮断する
とともに、当該励起光の波長帯域以外の波長帯域を透過させるような透過特性を具備して
形成されている。具体的には、励起光カットフィルタ２１は、例えば、図３に示すように
、光源装置３から出射される励起光（後述）の波長帯域に相当する７１０ｎｍ～７９０ｎ
ｍの波長帯域を遮断するとともに、当該励起光の波長帯域以外の波長帯域を透過させるよ
うな透過特性を具備して形成されている。図３は、実施例に係る内視鏡システムにおいて
用いられる励起光カットフィルタ及び原色カラーフィルタの透過特性の一例を示す図であ
る。
【００２２】
　結像レンズ２２は、接眼レンズ１９及び励起光カットフィルタ２１を経て形成された光
学像を結像するように構成されている。また、結像レンズ２２は、レンズ駆動機構２３の
動作に応じ、光軸方向に沿って移動することができるように構成されている。
【００２３】
　レンズ駆動機構２３は、ビデオプロセッサ４から出力されるレンズ駆動制御信号に基づ
き、結像レンズ２２をテレ端とワイド端との間の可動範囲内で移動させることができるよ
うに構成されている。
【００２４】
　すなわち、カメラユニット２Ｂの結像レンズ２２及びレンズ駆動機構２３は、光学ズー
ム機構としての機能を具備し、ビデオプロセッサ４の制御回路５３（後述）の制御に応じ
て光学的な変倍動作を行うように構成されている。
【００２５】
　ＣＣＤ２４は、信号ケーブル２７内の信号線を介してビデオプロセッサ４に接続される
ように構成されている。また、ＣＣＤ２４は、結像レンズ２２により結像された光学像を
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光電変換するための複数の画素（不図示）と、当該複数の画素を２次元状に配置した撮像
面上に設けられた原色カラーフィルタ２５と、を具備して構成されている。また、ＣＣＤ
２４は、ビデオプロセッサ４から出力されるＣＣＤ駆動信号に応じ、結像レンズ２２によ
り結像された光学像を撮像する際の露光期間及び読出期間を設定するように構成されてい
る。また、ＣＣＤ２４は、結像レンズ２２により結像された（撮像面において受光された
）光学像を撮像することにより撮像信号を生成し、当該生成した撮像信号を信号ケーブル
２７が接続されたビデオプロセッサ４へ出力するように構成されている。
【００２６】
　原色カラーフィルタ２５は、赤色域及び近赤外域の一部を透過するＲフィルタと、緑色
域を透過するＧフィルタと、青色域を透過するＢフィルタと、をＣＣＤ２４の各画素に対
応する位置にベイヤ配列で（市松状に）配置することにより形成されている。具体的には
、原色カラーフィルタ２５のＲフィルタ、Ｇフィルタ及びＢフィルタは、例えば、図３に
示すような透過特性をそれぞれ具備して形成されている。
【００２７】
　光源装置３は、キセノンランプ３１と、フィルタ切替装置３２と、集光レンズ３３と、
光源制御回路３４と、を有して構成されている。
【００２８】
　キセノンランプ３１は、光源制御回路３４の制御に応じて発光または消光するように構
成されている。また、キセノンランプ３１は、光源制御回路３４の制御に応じた光量を具
備する光を発生するように構成されている。
【００２９】
　フィルタ切替装置３２は、キセノンランプ３１から発せられる光の光路を垂直に横切る
ように設けられた回転フィルタ３２Ａと、光源制御回路３４の制御に応じて回転駆動する
ことにより、キセノンランプ３１から発せられる光の光路上に介挿するフィルタを回転フ
ィルタ３２Ａの各フィルタのうちの１つに切り替えるモータ３２Ｂと、を有して構成され
ている。
【００３０】
　回転フィルタ３２Ａは、例えば、円板形状を具備して形成されている。また、回転フィ
ルタ３２Ａには、例えば、図４に示すように、白色光観察用フィルタ３２１と、第１の蛍
光観察用フィルタ３２２と、第２の蛍光観察用フィルタ３２３と、が設けられている。図
４は、実施例に係る内視鏡システムにおいて用いられる回転フィルタの構成の一例を示す
図である。
【００３１】
　白色光観察用フィルタ３２１は、例えば、図５に示すように、４００ｎｍ～７００ｎｍ
の波長帯域を透過させるような透過特性を具備する光学フィルタとして形成されている。
図５は、図４の回転フィルタに設けられた白色光観察用フィルタの透過特性の一例を示す
図である。
【００３２】
　第１の蛍光観察用フィルタ３２２は、例えば、図６に示すように、４００ｎｍ～５７０
ｎｍの波長帯域の透過率がＴＡ％であるとともに、７１０ｎｍ～７９０ｎｍの波長帯域の
透過率がＴＢ％（但し、ＴＢ＞ＴＡであるとする）であるような透過特性を具備する光学
フィルタとして形成されている。すなわち、第１の蛍光観察用フィルタ３２２は、ＩＣＧ
（インドシアニングリーン）の励起波長（７７４ｎｍ）を含む７１０ｎｍ～７９０ｎｍの
第１の波長帯域の透過率がＴＢ％であるとともに、当該第１の波長帯域とは異なる４００
ｎｍ～５７０ｎｍの第２の波長帯域の透過率がＴＢ％よりも低いＴＡ％であるような透過
特性を具備して形成されている。図６は、図４の回転フィルタに設けられた第１の蛍光観
察用フィルタの透過特性の一例を示す図である。
【００３３】
　第２の蛍光観察用フィルタ３２３は、例えば、図７に示すように、４００ｎｍ～５７０
ｎｍの波長帯域の透過率がｋ×ＴＡ％（但し、ｋ＞１であるとする）であるとともに、７
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１０ｎｍ～７９０ｎｍの透過率がＴＢ％（但し、ＴＢ＞ｋ×ＴＡであるとする）であるよ
うな透過特性を具備する光学フィルタとして形成されている。すなわち、第２の蛍光観察
用フィルタ３２３は、ＩＣＧ（インドシアニングリーン）の励起波長（７７４ｎｍ）を含
む７１０ｎｍ～７９０ｎｍの第１の波長帯域の透過率がＴＢ％であるとともに、当該第１
の波長帯域とは異なる４００ｎｍ～５７０ｎｍの第２の波長帯域の透過率がＴＡ％よりも
高くかつＴＢ％よりも低いｋ×ＴＡ％であるような透過特性を具備して形成されている。
図７は、図４の回転フィルタに設けられた第２の蛍光観察用フィルタの透過特性の一例を
示す図である。
【００３４】
　以上に述べたようなフィルタ切替装置３２の構成によれば、光源制御回路３４の制御に
応じてモータ３２Ｂを回転駆動させることにより、白色光観察用フィルタ３２１、第１の
蛍光観察用フィルタ３２２及び第２の蛍光観察用フィルタ３２３のうちの１つのフィルタ
をキセノンランプ３１から発せられる光の光路上に介挿させるとともに、当該１つのフィ
ルタ以外の他の２つのフィルタを当該光路上から退避させることができる。
【００３５】
　ここで、例えば、挿入部６の先端面と被写体の表面との間の距離を観察距離として規定
するとともに、第１の蛍光観察用フィルタ３２２を透過した４００ｎｍ～５７０ｎｍの波
長帯域の光を所定の基準被写体に照射した際に発生する反射光を撮像して得られる画像が
、観察距離ＤＬから観察距離ＤＨまで（但し、ＤＬ＜ＤＨであるとする）の範囲内で観察
に適した明るさを具備することを既知の情報として得ているものと仮定すると、下記数式
（１）によりｋの値を設定することができる。
【００３６】

ｋ＝（ＤＨ／ＤＬ）２　・・・（１）

　または、例えば、結像レンズ２２の移動に応じた光学的な変倍動作（以降、光学ズーム
とも称する）における光学倍率を最小光学倍率ＭＬから最大光学倍率ＭＨまでの範囲内で
変化させることができることを既知の情報として得ているものと仮定すると、下記数式（
２）によりｋの値を設定することができる。
【００３７】

ｋ＝（ＭＨ／ＭＬ）２　　・・・（２）

　集光レンズ３３は、フィルタ切替装置３２を通過した光を集光してライトガイド１３へ
出射するように構成されている。
【００３８】
　光源制御回路３４は、ビデオプロセッサ４から出力される照明制御信号に応じてキセノ
ンランプ３１及びフィルタ切替装置３２に対する制御を行うように構成されている。
【００３９】
　以上に述べたような光源装置３の構成によれば、単一の光源であるキセノンランプ３１
から発せられる光の光路上に第１の蛍光観察用フィルタ３２２または第２の蛍光観察用フ
ィルタ３２２のいずれかを介挿させることにより、ＩＣＧの励起波長を含む７１０ｎｍ～
７９０ｎｍの波長帯域の励起光と、４００ｎｍ～５７０ｎｍの波長帯域の参照光と、を同
時に出射することができる。
【００４０】
　ビデオプロセッサ４は、ＣＣＤドライバ４１と、アンプ４２と、プリプロセス回路４３
と、Ａ／Ｄ変換回路４４と、色分離回路４５と、カラーバランス調整回路４６と、階調変
換回路４７と、画像処理回路４８と、映像信号生成回路４９と、操作パネル５２と、制御
回路５３と、を有して構成されている。
【００４１】
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　ＣＣＤドライバ４１は、ＣＣＤ２４における露光期間及び読出期間を設定するためのＣ
ＣＤ駆動信号を生成して出力するように構成されている。
【００４２】
　アンプ４２は、信号ケーブル２７を介して出力される撮像信号を増幅してプリプロセス
回路４３へ出力するように構成されている。
【００４３】
　プリプロセス回路４３は、アンプ４２から出力される撮像信号に対して相関二重サンプ
リング処理等の信号処理を施すことにより当該撮像信号に含まれる信号成分を抽出し、さ
らに、当該抽出した信号成分に応じた画像信号を生成してＡ／Ｄ変換回路４４へ出力する
ように構成されている。
【００４４】
　Ａ／Ｄ変換回路４４は、プリプロセス回路４３から出力されるアナログの画像信号に対
してＡ／Ｄ変換処理を施すことによりデジタルの画像信号を生成し、当該生成したデジタ
ルの画像信号を色分離回路４５へ出力するように構成されている。
【００４５】
　色分離回路４５は、Ａ／Ｄ変換回路４４から出力される画像信号を、原色カラーフィル
タ２５のＲフィルタを透過した光を撮像して得られる赤色の色成分の輝度値Ｒｓ、原色カ
ラーフィルタ２５のＧフィルタを透過した光を撮像して得られる緑色の色成分の輝度値Ｇ
ｓ、及び、原色カラーフィルタ２５のＢフィルタを透過した光を撮像して得られる青色の
色成分の輝度値Ｂｓに分離するための色分離処理を行うように構成されている。また、色
分離回路４５は、前述の色分離処理より得られた各色成分の輝度値に対応する画像信号を
生成し、当該生成した画像信号をカラーバランス調整回路４６へ出力するように構成され
ている。
【００４６】
　カラーバランス調整回路４６は、制御回路５３の制御に応じ、色分離回路４５から出力
される画像信号のカラーバランス調整を行うように構成されている。
【００４７】
　階調変換回路４７は、制御回路５３の制御に応じ、カラーバランス調整回路４６から出
力される画像信号に対して階調変換処理を施して画像処理回路４８及び制御回路５３へ出
力するように構成されている。
【００４８】
　画像処理回路４８は、電子ズーム処理部としての機能を具備し、制御回路５３の制御に
応じ、階調変換回路４７から出力される各色成分の画像信号に対して電子的な変倍処理（
以降、電子ズーム処理とも称する）等の画像処理を施して映像信号生成回路４９へ出力す
るように構成されている。
【００４９】
　映像信号生成回路４９は、制御回路５３の制御に応じ、画像処理回路４８から出力され
る画像信号に含まれる各色成分の輝度値をモニタ５のＲ（赤色）チャンネル、Ｇ（緑色）
チャンネル及びＢ（青色）チャンネルに選択的に割り当てることにより映像信号を生成し
、当該生成した映像信号をモニタ５へ出力するように構成されている。
【００５０】
　操作パネル５２は、ユーザの操作に応じた指示を行うことが可能な１以上の入力装置を
具備して構成されている。具体的には、操作パネル５２は、例えば、ユーザの操作に応じ
、内視鏡システム１の観察モードを白色光観察モードまたは蛍光観察モードのいずれかに
設定する（切り替える）ための指示を行うことが可能な観察モード切替スイッチ（不図示
）を具備して構成されている。また、操作パネル５２は、例えば、ユーザの操作に応じ、
白色光観察モードにおける光学ズームの光学倍率を設定するための指示を行うことが可能
な光学ズームスイッチ（不図示）を具備して構成されている。
【００５１】
　制御回路５３は、操作パネル５２の観察モード切替スイッチにおいてなされた指示に基
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づき、内視鏡システム１の観察モードに応じた照明光を出射させるための照明制御信号を
生成して光源制御回路３４へ出力するように構成されている。また、制御回路５３は、操
作パネル５２の観察モード切替スイッチにおいてなされた指示に基づき、内視鏡システム
１の観察モードに応じた動作を行わせるための制御をカラーバランス調整回路４６、階調
変換回路４７、画像処理回路４８及び映像信号生成回路４９の各部に対して行うように構
成されている。
【００５２】
　制御回路５３は、内視鏡システム１の観察モードが白色光観察モードに設定されている
ことを検出した際に、操作パネル５２の光学ズームスイッチにおいてなされた指示に基づ
き、当該指示に応じた光学倍率で光学ズームが行われるような位置に結像レンズ２２を移
動させるためのレンズ駆動制御信号を生成し、当該生成したレンズ駆動機構２３へ出力す
るように構成されている。また、制御回路５３は、内視鏡システム１の観察モードが蛍光
観察モードに設定されていることを検出した際に、操作パネル５２の光学ズームスイッチ
においてなされた指示を無効化する一方で、階調変換回路４７から出力される画像信号の
明るさに応じた光学倍率で光学ズームが行われるような位置に結像レンズ２２を移動させ
るためのレンズ駆動制御信号を生成し、当該生成したレンズ駆動機構２３へ出力するよう
に構成されている。また、制御回路５３は、内視鏡システム１の観察モードが蛍光観察モ
ードに設定されていることを検出した際に、現在の光学倍率の逆数に相当する倍率で電子
ズーム処理を行わせるための制御を画像処理回路４８に対して行うように構成されている
。
【００５３】
　続いて、本実施例に係る内視鏡システム１の作用について説明する。
【００５４】
　ユーザは、内視鏡システム１の各部を接続して電源を投入した後、内視鏡システム１の
観察モードを白色光観察モードに設定するための操作を操作パネル５２において行う。
【００５５】
　制御回路５３は、白色光観察モードに設定されたことを検出すると、光源装置３から白
色光を出射させるための照明制御信号を生成して光源制御回路３４へ出力する。
【００５６】
　光源制御回路３４は、制御回路５３から出力される照明制御信号に応じ、キセノンラン
プ３１を所定の光量ＡＬで点灯させるための制御を行うとともに、キセノンランプ３１か
ら発せられる光の光路上に白色光観察用フィルタ３２１を介挿させるための制御をフィル
タ切替装置３２に対して行う。
【００５７】
　そして、前述のような制御が光源制御回路３４において行われることにより、４００ｎ
ｍ～７００ｎｍの波長帯域の白色光が照明光として照明レンズ１５を経て出射されるとと
もに、当該白色光の反射光に応じて形成された光学像がカメラユニット２ＢのＣＣＤ２４
により撮像される。
【００５８】
　一方、制御回路５３は、白色光観察モードに設定されたことを検出すると、色分離回路
４５から出力される画像信号に含まれる各色成分のホワイトバランスを調整するために予
め算出されたゲイン値でカラーバランス調整を行わせるための制御をカラーバランス調整
回路４６に対して行う。
【００５９】
　制御回路５３は、白色光観察モードに設定されたことを検出すると、カラーバランス調
整回路４６から出力される画像信号に含まれる各色成分の輝度値に対して所定の階調変換
関数（例えば所定のガンマカーブ）を用いた階調変換処理を行わせるための制御を階調変
換回路４７に対して行う。
【００６０】
　制御回路５３は、白色光観察モードに設定されたことを検出すると、階調変換回路４７
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から出力される各色成分の画像信号に対する電子ズーム処理を行わせないようにするため
の制御を画像処理回路４８に対して行う。
【００６１】
　制御回路５３は、白色光観察モードに設定されたことを検出すると、画像処理回路４８
から出力される画像信号に含まれる各色成分のうち、赤色の色成分の輝度値をＲチャンネ
ルに割り当てさせ、緑色の色成分の輝度値をＧチャンネルに割り当てさせ、かつ、青色の
色成分の輝度値をＢチャンネルに割り当てさせるための制御を映像信号生成回路４９に対
して行う。
【００６２】
　そして、以上に述べたような制御が制御回路５３等において行われることにより、白色
光観察モードの観察画像として、ＲＧＢカラー画像がモニタ５に表示される。
【００６３】
　一方、ユーザは、モニタ５に表示されるＲＧＢカラー画像を確認しながら、挿入部６を
被検体の内部に挿入してゆくことにより、挿入部６の先端部を所望の被写体の近傍に配置
する。そして、ユーザは、挿入部６の先端部を所望の被写体の近傍に配置した状態におい
て、当該所望の被写体に蛍光薬剤を投与した後、内視鏡システム１の観察モードを蛍光観
察モードに設定するための操作を操作パネル５２において行う。
【００６４】
　ここで、内視鏡システム１の観察モードが蛍光観察モードに設定された際に行われる具
体的な動作等について説明する。なお、以降においては、７７４ｎｍの励起波長（吸収ピ
ーク波長）及び８０５ｎｍの蛍光波長（蛍光ピーク波長）を具備するＩＣＧが蛍光薬剤と
して所望の被写体に投与された場合を例に挙げて説明する。また、以降においては、簡単
のため、挿入部６の先端面を所望の被写体から徐々に遠ざけてゆく場合、すなわち、観察
距離が漸次増加する場合を例に挙げて説明する。
【００６５】
　制御回路５３は、蛍光観察モードに設定されたことを検出すると、最大光学倍率ＭＨで
光学ズームを行わせるためのレンズ駆動制御信号を生成してレンズ駆動機構２３へ出力す
る。
【００６６】
　レンズ駆動機構２３は、制御回路５３から出力されるレンズ駆動制御信号に応じ、結像
レンズ２２をテレ端に配置させるための動作を行う。
【００６７】
　制御回路５３は、蛍光観察モードに設定されたことを検出すると、光源装置３から第１
の蛍光観察用の照明光を出射させるための照明制御信号を生成して光源制御回路３４へ出
力する。
【００６８】
　光源制御回路３４は、制御回路５３から出力される照明制御信号に応じ、キセノンラン
プ３１を所定の光量ＡＬで点灯させるための制御を行うとともに、キセノンランプ３１か
ら発せられる光の光路上に第１の蛍光観察用フィルタ３２２を介挿させるための制御をフ
ィルタ切替装置３２に対して行う。
【００６９】
　そして、前述のような制御が光源制御回路３４において行われることにより、７１０ｎ
ｍ～７９０ｎｍの波長帯域であるとともにＡＬ×ＴＢの光量を具備する励起光と、４００
ｎｍ～５７０ｎｍの波長帯域であるとともにＡＬ×ＴＡの光量を具備する第１の参照光と
、が照明レンズ１５を経て所望の被写体へ同時に出射され、８０５ｎｍのピーク波長を具
備する蛍光が当該所望の被写体に投与された蛍光薬剤から発せられ、当該蛍光に応じて形
成された光学像と、当該第１の参照光の反射光に応じて形成された光学像と、がカメラユ
ニット２ＢのＣＣＤ２４によりそれぞれ撮像される。また、前述のような制御が光源制御
回路３４において行われることにより、原色カラーフィルタ２５のＲフィルタを透過した
蛍光を撮像して得られる赤色の色成分と、原色カラーフィルタ２５のＧフィルタを透過し
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た第１の参照光の反射光を撮像して得られる緑色の色成分と、原色カラーフィルタ２５の
Ｂフィルタを透過した第１の参照光の反射光を撮像して得られる青色の色成分と、を含む
撮像信号がＣＣＤ２４から出力される。
【００７０】
　制御回路５３は、蛍光観察モードに設定されたことを検出すると、色分離回路４５から
出力される画像信号のカラーバランス調整を行わせるための制御をカラーバランス調整回
路４６に対して行う。
【００７１】
　具体的には、制御回路５３は、例えば、色分離回路４５から出力される画像信号に含ま
れる蛍光の色成分（蛍光画像）に相当する赤色の色成分の輝度値Ｒｓに対してゲイン値Ｒ
ｇを乗じて得られる輝度値Ｒｓ×Ｒｇと、当該画像信号に含まれる参照光の反射光の色成
分（反射光画像）に相当する緑色の色成分の輝度値Ｇｓと青色の色成分の輝度値Ｂｓとを
加算して得られる輝度値Ｇｓ＋Ｂｓと、を同一の輝度値にするようなカラーバランス調整
を行わせるための制御をカラーバランス調整回路４６に対して行う。
【００７２】
　制御回路５３は、蛍光観察モードに設定されたことを検出すると、カラーバランス調整
回路４６から出力される画像信号に含まれる各色成分の輝度値に対して階調変換関数ＴＦ
１（後述）を用いた階調変換処理を施させるための制御を階調変換回路４７に対して行う
。
【００７３】
　階調変換回路４７は、制御回路５３の制御に応じ、カラーバランス調整回路４６から出
力される画像信号に含まれる赤色、緑色及び青色の色成分の輝度値に対し、例えば、図８
に示すような非線形の関数である階調変換関数ＴＦ１を用いた階調変換処理をそれぞれ施
して画像処理回路４８及び制御回路５３へ出力する。図８は、実施例に係る内視鏡システ
ムの階調変換処理において用いられる階調変換関数ＴＦ１の一例を示す図である。
【００７４】
　なお、図８の階調変換関数ＴＦ１における入力輝度値及び出力輝度値は、Ａ／Ｄ変換回
路４４のＡ／Ｄ変換処理により表される階調数に応じた最大輝度値を１００％とした場合
の輝度値の割合をそれぞれ示しているものとする。具体的には、例えば、Ａ／Ｄ変換回路
４４のＡ／Ｄ変換処理により表される階調数が０～２５５の２５６階調である場合には、
図８の５０％が輝度値１２７に相当し、かつ、図８の１００％が輝度値２５５に相当する
。
【００７５】
　制御回路５３は、蛍光観察モードに設定されたことを検出すると、階調変換回路４７か
ら出力される各色成分の画像信号に対し、最大光学倍率ＭＨの逆数に相当する１／ＭＨ倍
で電子ズーム処理を行わせるための制御を画像処理回路４８に対して行う。
【００７６】
　制御回路５３は、蛍光観察モードに設定されたことを検出すると、画像処理回路４８か
ら出力される画像信号に含まれる各色成分のうち、赤色の色成分の輝度値を蛍光画像の輝
度値としてＲチャンネルに割り当てさせ、緑色の色成分の輝度値と青色の色成分の輝度値
とを加算して得られる輝度値を反射光画像の輝度値としてＧチャンネル及びＢチャンネル
にそれぞれ割り当てさせるための制御を映像信号生成回路４９に対して行う。
【００７７】
　そして、以上に述べたような制御が制御回路５３等において行われることにより、蛍光
観察モードの観察画像として、擬似カラー画像がモニタ５に表示される。
【００７８】
　一方、ユーザは、モニタ５に表示される擬似カラー画像を確認しながら、挿入部６の先
端面を所望の被写体から徐々に遠ざけてゆくような操作を行う。
【００７９】
　制御回路５３は、階調変換回路４７から出力される画像信号に含まれる緑色の色成分の
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輝度値と青色の色成分の輝度値とを加算して得られる輝度値ＢＬＳを、蛍光観察モードに
設定された直後の輝度値ＢＬＦに維持するための制御として、光学ズームの現在の光学倍
率Ｍａを最大光学倍率ＭＨから最小光学倍率ＭＬへ徐々に変化させる制御を行うためのレ
ンズ駆動制御信号を生成してレンズ駆動機構２３へ出力する。なお、輝度値ＢＬＦは、例
えば、キセノンランプ３１から発せられる光の光路上に第１の蛍光観察用フィルタ３２２
が介挿され、かつ、結像レンズ２２がテレ端に配置された直後に、階調変換回路４７から
出力される画像信号に含まれる緑色の色成分の輝度値と青色の色成分の輝度値とを加算す
ることにより算出することができる。
【００８０】
　レンズ駆動機構２３は、制御回路５３から出力されるレンズ駆動制御信号に応じ、結像
レンズ２２をテレ端側からワイド端側へ徐々に移動させるための動作を行う。
【００８１】
　制御回路５３は、光学ズームの現在の光学倍率Ｍａの逆数に相当する１／Ｍａ倍で電子
ズーム処理を行わせるための制御を画像処理回路４８に対して行う。
【００８２】
　一方、制御回路５３は、光源装置３から第１の蛍光観察用の照明光を出射させ、かつ、
光学ズームの現在の光学倍率Ｍａを最小光学倍率ＭＬまで変化させた後で、階調変換回路
４７から出力される画像信号に基づいて得られる輝度値ＢＬＳが輝度値ＢＬＦ未満になっ
たことを検出した際に、光学ズームの現在の光学倍率Ｍａを最小光学倍率ＭＬから最大光
学倍率ＭＨへ瞬時に変化させる制御を行うためのレンズ駆動制御信号の出力と、光源装置
３から出射される照明光を第１の蛍光観察用の照明光から第２の蛍光観察用の照明光へ切
り替える制御（キセノンランプ３１から発せられる光の光路上に介挿される光学フィルタ
を第１の蛍光観察用フィルタ３２２から第２の蛍光観察用フィルタ３２３へ切り替えるた
めの制御に相当）を行うための照明制御信号の出力と、赤色の色成分の輝度値に対する階
調変換処理において用いられる階調変換関数をＴＦ１からＴＦ２（後述）に変更させるた
めの制御と、電子ズーム処理の倍率を１／ＭＬから１／ＭＨに変更させるための制御と、
を同時に行う。
【００８３】
　レンズ駆動機構２３は、制御回路５３から出力されるレンズ駆動制御信号に応じ、ワイ
ド端に配置された結像レンズ２２をテレ端へ瞬時に移動させるための動作を行う。
【００８４】
　光源制御回路３４は、制御回路５３から出力される照明制御信号に応じ、キセノンラン
プ３１を所定の光量ＡＬで点灯させるための制御を行うとともに、キセノンランプ３１か
ら発せられる光の光路上に第２の蛍光観察用フィルタ３２３を介挿させるための制御をフ
ィルタ切替装置３２に対して行う。
【００８５】
　そして、前述のような制御が光源制御回路３４において行われることにより、７１０ｎ
ｍ～７９０ｎｍの波長帯域であるとともにＡＬ×ＴＢの光量を具備する励起光と、４００
ｎｍ～５７０ｎｍの波長帯域であるとともにＡＬ×ｋ×ＴＡの光量を具備する第２の参照
光と、が照明レンズ１５を経て所望の被写体へ同時に出射され、８０５ｎｍのピーク波長
を具備する蛍光が当該所望の被写体に投与された蛍光薬剤から発せられ、当該蛍光に応じ
て形成された光学像と、当該第２の参照光の反射光に応じて形成された光学像と、がカメ
ラユニット２ＢのＣＣＤ２４によりそれぞれ撮像される。また、前述のような制御が光源
制御回路３４において行われることにより、原色カラーフィルタ２５のＲフィルタを透過
した蛍光を撮像して得られる赤色の色成分と、原色カラーフィルタ２５のＧフィルタを透
過した第２の参照光の反射光を撮像して得られる緑色の色成分と、原色カラーフィルタ２
５のＢフィルタを透過した第２の参照光の反射光を撮像して得られる青色の色成分と、を
含む撮像信号がＣＣＤ２４から出力される。
【００８６】
　階調変換回路４７は、制御回路５３の制御に応じ、カラーバランス調整回路４６から出
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力される画像信号に含まれる赤色の色成分の輝度値に対し、例えば、図９に示すような非
線形の関数である階調変換関数ＴＦ２を用いた階調変換処理を施すとともに、当該画像信
号に含まれる緑色及び青色の色成分の輝度値に対し、階調変換関数ＴＦ１を用いた階調変
換処理を施して画像処理回路４８及び制御回路５３へ出力する。図９は、実施例に係る内
視鏡システムの階調変換処理において用いられる階調変換関数ＴＦ２の一例を示す図であ
る。
【００８７】
　なお、図９の階調変換関数ＴＦ２における入力輝度値及び出力輝度値は、Ａ／Ｄ変換回
路４４のＡ／Ｄ変換処理により表される階調数に応じた最大輝度値を１００％とした場合
の輝度値の割合をそれぞれ示しているものとする。また、図９の階調変換関数ＴＦ２は、
入力輝度値に対する出力輝度値が階調変換関数ＴＦ１のｋ倍になるとともに、出力輝度値
の上限値が階調変換関数ＴＦ１と同一の値（１００％）になるような非線形の関数として
示される。
【００８８】
　すなわち、階調変換回路４７がカラーバランス調整回路４６から出力される画像信号に
含まれる蛍光の色成分（蛍光画像）の輝度値に対して階調変換関数ＴＦ２を用いた階調変
換処理を施すことにより、第１の蛍光観察用フィルタ３２２から第２の蛍光観察用フィル
タ３２３への切り替え時における当該輝度値の変動を抑制することができる。
【００８９】
　一方、本実施例の階調変換回路４７は、カラーバランス調整回路４６から出力される画
像信号に含まれる赤色の色成分の輝度値に対して階調変換関数ＴＦ２を用いた階調変換処
理を施すものに限らず、例えば、階調変換関数ＴＦ１とｋの値とに基づいて算出されるゲ
イン値を当該赤色の色成分の輝度値に乗じるような処理を行うものであってもよい。
【００９０】
　制御回路５３は、光学ズームの現在の光学倍率Ｍａを最小光学倍率ＭＬから最大光学倍
率ＭＨへ瞬時に変化させる制御と、光源装置３から出射される照明光を第１の蛍光観察用
の照明光から第２の蛍光観察用の照明光へ切り替える制御と、を行った後で、階調変換回
路４７から出力される画像信号に基づいて得られる輝度値ＢＬＳを、蛍光観察モードに設
定された直後の輝度値ＢＬＦに維持するための制御として、光学ズームの現在の光学倍率
Ｍａを最大光学倍率ＭＨから最小光学倍率ＭＬへ徐々に変化させる制御を再度行うための
レンズ駆動制御信号を生成してレンズ駆動機構２３へ出力する。
【００９１】
　レンズ駆動機構２３は、制御回路５３から出力されるレンズ駆動制御信号に応じ、結像
レンズ２２をテレ端側からワイド端側へ徐々に移動させるための動作を行う。
【００９２】
　制御回路５３は、光学ズームの現在の光学倍率Ｍａの逆数に相当する１／Ｍａ倍で電子
ズーム処理を行わせるための制御を画像処理回路４８に対して行う。
【００９３】
　すなわち、以上に述べたような各部の動作によれば、内視鏡システム１の観察モードが
蛍光観察モードに設定された際に、少なくとも、第１の蛍光観察用の照明光が光源装置３
から出射されるとともに最大光学倍率ＭＨで光学ズームが行われる観察距離Ｄ１から、第
２の蛍光観察用の照明光が光源装置３から出射されるとともに最小光学倍率ＭＬで光学ズ
ームが行われる観察距離Ｄ２（但し、Ｄ１＜Ｄ２であるとする）までの区間において、所
望の被写体に投与された蛍光薬剤から発せられる蛍光の発生部位を同定可能な擬似カラー
画像をモニタ５に表示させることができる。その結果、本実施例によれば、蛍光観察にお
いて、蛍光の発生部位を同定可能な状態を極力維持しつつ観察を行うことができる。
【００９４】
　また、本実施例によれば、例えば、蛍光観察モードで用いられる照明光を第１の蛍光観
察用の照明光から第２の蛍光観察用の照明光に切り替える際に発生し得る、モニタ５に表
示される擬似カラー画像の明るさの変化を最小限に抑制することができる。
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【００９５】
　また、本実施例によれば、例えば、蛍光観察モードにおいて、原色カラーフィルタ２５
に設けられたＧフィルタの感度がＢフィルタの感度よりも大きくなる波長帯域である５２
０ｎｍ～５４０ｎｍの波長帯域の参照光を被写体に出射させるための制御、及び、階調変
換回路４７から出力される画像信号に含まれる緑色の色成分の輝度値に基づいて映像信号
生成回路４９における輝度値の割り当てを変更するための制御が制御回路５３により行わ
れるようにしてもよい。具体的には、例えば、階調変換回路４７から出力される１フレー
ム分の画像信号に含まれる各画素において、緑色の色成分の輝度値が前述の上限値に達し
ている画素数が所定数ＰＴ未満である場合には、画像処理回路４８から出力される画像信
号に含まれる緑色の色成分の輝度値を反射光画像の輝度値としてＧチャンネル及びＢチャ
ンネルにそれぞれ割り当てさせるための制御が行われる一方で、緑色の色成分の輝度値が
前述の上限値に達している画素数が所定数ＰＴ以上である場合には、画像処理回路４８か
ら出力される画像信号に含まれる青色の色成分の輝度値を反射光画像の輝度値としてＧチ
ャンネル及びＢチャンネルにそれぞれ割り当てさせるための制御が行われるようにしても
よい。
【００９６】
　また、本実施例によれば、ＩＣＧ以外の他の蛍光薬剤に対応した構成を具備するように
内視鏡システム１の各部を適宜変形してもよい。
【００９７】
　具体的には、例えば、４０５ｎｍの励起波長（吸収ピーク波長）及び６３５ｎｍの蛍光
波長（蛍光ピーク波長）を具備する５－アミノレブリン酸に対応するように内視鏡システ
ム１の構成を変形する場合においては、励起光カットフィルタ２１を除いてカメラユニッ
ト２Ｂを構成すればよい。また、例えば、５－アミノレブリン酸に対応するように内視鏡
システム１の構成を変形する場合においては、３８０ｎｍ～４４０ｎｍの波長帯域の励起
光と、４００ｎｍ～５５０ｎｍの波長帯域の参照光と、が蛍光観察用の照明光として出射
されるように光源装置３の各部を適宜変形すればよい。
【００９８】
　一方、本実施例によれば、蛍光観察モードにおいて、以上に述べたような動作を行うも
のに限らず、例えば、以降に述べるような動作を行うようにしてもよい。
【００９９】
　ここで、内視鏡システム１の観察モードが蛍光観察モードに設定された際に行われる具
体的な動作等の変形例について説明する。なお、以降においては、簡単のため、既述の動
作等を適用可能な部分に関する具体的な説明を適宜省略するものとする。
【０１００】
　制御回路５３は、蛍光観察モードに設定されたことを検出すると、最大光学倍率ＭＨで
光学ズームを行わせるためのレンズ駆動制御信号を生成してレンズ駆動機構２３へ出力す
る。
【０１０１】
　レンズ駆動機構２３は、制御回路５３から出力されるレンズ駆動制御信号に応じ、結像
レンズ２２をテレ端に配置させるための動作を行う。
【０１０２】
　制御回路５３は、蛍光観察モードに設定されたことを検出すると、光源装置３から第１
の蛍光観察用の照明光を出射させるための照明制御信号を生成して光源制御回路３４へ出
力する。
【０１０３】
　光源制御回路３４は、制御回路５３から出力される照明制御信号に応じ、キセノンラン
プ３１を所定の光量ＡＬで点灯させるための制御を行うとともに、キセノンランプ３１か
ら発せられる光の光路上に第１の蛍光観察用フィルタ３２２を介挿させるための制御をフ
ィルタ切替装置３２に対して行う。
【０１０４】
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　制御回路５３は、蛍光観察モードに設定されたことを検出すると、色分離回路４５から
出力される画像信号のカラーバランス調整を行わせるための制御をカラーバランス調整回
路４６に対して行う。
【０１０５】
　制御回路５３は、蛍光観察モードに設定されたことを検出すると、例えば、カラーバラ
ンス調整回路４６から出力される画像信号に含まれる赤色の色成分の輝度値に対して階調
変換関数ＴＦ３（後述）を用いた階調変換処理を施させるとともに、当該画像信号に含ま
れる緑色及び青色の色成分の輝度値に対して階調変換関数ＴＦ１を用いた階調変換処理を
施させるための制御を階調変換回路４７に対して行う。
【０１０６】
　階調変換回路４７は、制御回路５３の制御に応じ、カラーバランス調整回路４６から出
力される画像信号に含まれる赤色の色成分の輝度値に対し、例えば、図１０に示すような
非線形の関数である階調変換関数ＴＦ３を用いた階調変換処理を施すとともに、当該画像
信号に含まれる緑色及び青色の色成分の輝度値に対し、階調変換関数ＴＦ１を用いた階調
変換処理を施して画像処理回路４８及び制御回路５３へ出力する。図１０は、実施例に係
る内視鏡システムの階調変換処理において用いられる階調変換関数ＴＦ３の一例を示す図
である。
【０１０７】
　なお、図１０の階調変換関数ＴＦ３における入力輝度値及び出力輝度値は、Ａ／Ｄ変換
回路４４のＡ／Ｄ変換処理により表される階調数に応じた最大輝度値を１００％とした場
合の輝度値の割合をそれぞれ示しているものとする。また、図１０の階調変換関数ＴＦ３
は、第１の蛍光観察用の照明光が光源装置３から出射されるとともに最小光学倍率ＭＬで
光学ズームが行われた場合の入力輝度値ＢＬ１に対する出力輝度値が上限値（１００％）
になり、かつ、入力輝度値ＢＬ１の１／ｋ倍に相当する入力輝度値ＢＬ２に対する出力輝
度値が上限値（１００％）になるような非線形の関数として示される。
【０１０８】
　すなわち、階調変換回路４７がカラーバランス調整回路４６から出力される画像信号に
含まれる蛍光の色成分（蛍光画像）の輝度値に対して階調変換関数ＴＦ３を用いた階調変
換処理を施すことにより、第１の蛍光観察用フィルタ３２２から第２の蛍光観察用フィル
タ３２３への切り替え時における当該輝度値の変動を抑制することができる。
【０１０９】
　一方、本変形例によれば、カラーバランス調整回路４６から出力される画像信号に含ま
れる赤色の色成分の輝度値に対する階調変換処理において、階調変換関数ＴＦ３の代わり
に、例えば、図１１に示すような階調変換関数ＴＦ４が用いられるようにしてもよい。図
１１は、実施例に係る内視鏡システムの階調変換処理において用いられる階調変換関数Ｔ
Ｆ４の一例を示す図である。
【０１１０】
　なお、図１１の階調変換関数ＴＦ４における入力輝度値及び出力輝度値は、Ａ／Ｄ変換
回路４４のＡ／Ｄ変換処理により表される階調数に応じた最大輝度値を１００％とした場
合の輝度値の割合をそれぞれ示しているものとする。また、図１１の階調変換関数ＴＦ４
は、第１の蛍光観察用の照明光が光源装置３から出射されるとともに最小光学倍率ＭＬで
光学ズームが行われた場合の入力輝度値ＢＬ３に対する出力輝度値が上限値（１００％）
になり、かつ、入力輝度値ＢＬ３の１／ｋ倍に相当する入力輝度値ＢＬ４に対する出力輝
度値が上限値（１００％）になるような非線形の関数として示される。また、図１１の階
調変換関数ＴＦ４によれば、ノイズ成分に相当する輝度値または肉眼での視認が略不可能
な輝度値に相当する１０％以下の入力輝度値に対する出力輝度値を一律に０にするととも
に、１０％より大きな入力輝度値に対する出力輝度値を一律に上限値（１００％）にする
ような階調変換処理（閾値処理）が行われる。
【０１１１】
　すなわち、階調変換回路４７がカラーバランス調整回路４６から出力される画像信号に
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含まれる蛍光の色成分（蛍光画像）の輝度値に対して階調変換関数ＴＦ４を用いた階調変
換処理を施すことにより、第１の蛍光観察用フィルタ３２２から第２の蛍光観察用フィル
タ３２３への切り替え時における当該輝度値の変動を抑制することができる。
【０１１２】
　制御回路５３は、蛍光観察モードに設定されたことを検出すると、階調変換回路４７か
ら出力される各色成分の画像信号に対し、最大光学倍率ＭＨの逆数に相当する１／ＭＨ倍
で電子ズーム処理を行わせるための制御を画像処理回路４８に対して行う。
【０１１３】
　制御回路５３は、蛍光観察モードに設定されたことを検出すると、画像処理回路４８か
ら出力される画像信号に含まれる各色成分のうち、赤色の色成分の輝度値をＲチャンネル
に割り当てさせ、緑色の色成分の輝度値と青色の色成分の輝度値とを加算して得られる輝
度値をＧチャンネル及びＢチャンネルにそれぞれ割り当てさせるための制御を映像信号生
成回路４９に対して行う。
【０１１４】
　そして、以上に述べたような制御が制御回路５３等において行われることにより、蛍光
観察モードの観察画像として、擬似カラー画像がモニタ５に表示される。
【０１１５】
　一方、ユーザは、モニタ５に表示される擬似カラー画像を確認しながら、挿入部６の先
端面を所望の被写体から徐々に遠ざけてゆくような操作を行う。
【０１１６】
　制御回路５３は、階調変換回路４７から出力される画像信号に基づいて得られる輝度値
ＢＬＳを、蛍光観察モードに設定された直後の輝度値ＢＬＦに維持するための制御として
、光学ズームの現在の光学倍率Ｍａを最大光学倍率ＭＨから最小光学倍率ＭＬへ徐々に変
化させる制御を行うためのレンズ駆動制御信号を生成してレンズ駆動機構２３へ出力する
。
【０１１７】
　レンズ駆動機構２３は、制御回路５３から出力されるレンズ駆動制御信号に応じ、結像
レンズ２２をテレ端側からワイド端側へ徐々に移動させるための動作を行う。
【０１１８】
　制御回路５３は、光学ズームの現在の光学倍率Ｍａの逆数に相当する１／Ｍａ倍で電子
ズーム処理を行わせるための制御を画像処理回路４８に対して行う。
【０１１９】
　一方、制御回路５３は、光源装置３から第１の蛍光観察用の照明光を出射させ、かつ、
光学ズームの現在の光学倍率Ｍａを最小光学倍率ＭＬまで変化させた後で、階調変換回路
４７から出力される画像信号に基づいて得られる輝度値ＢＬＳが輝度値ＢＬＦ未満になっ
たことを検出した際に、光学ズームの現在の光学倍率Ｍａを最小光学倍率ＭＬから最大光
学倍率ＭＨへ瞬時に変化させる制御を行うためのレンズ駆動制御信号の出力と、光源装置
３から出射される照明光を第１の蛍光観察用の照明光から第２の蛍光観察用の照明光へ切
り替える制御（キセノンランプ３１から発せられる光の光路上に介挿される光学フィルタ
を第１の蛍光観察用フィルタ３２２から第２の蛍光観察用フィルタ３２３へ切り替えるた
めの制御に相当）を行うための照明制御信号の出力と、電子ズーム処理の倍率を１／ＭＬ
から１／ＭＨに変更させるための制御と、を同時に行う。
【０１２０】
　レンズ駆動機構２３は、制御回路５３から出力されるレンズ駆動制御信号に応じ、ワイ
ド端に配置された結像レンズ２２をテレ端へ瞬時に移動させるための動作を行う。
【０１２１】
　光源制御回路３４は、制御回路５３から出力される照明制御信号に応じ、キセノンラン
プ３１を所定の光量ＡＬで点灯させるための制御を行うとともに、キセノンランプ３１か
ら発せられる光の光路上に第２の蛍光観察用フィルタ３２３を介挿させるための制御をフ
ィルタ切替装置３２に対して行う。
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　制御回路５３は、光学ズームの現在の光学倍率Ｍａを最小光学倍率ＭＬから最大光学倍
率ＭＨへ瞬時に変化させる制御と、光源装置３から出射される照明光を第１の蛍光観察用
の照明光から第２の蛍光観察用の照明光へ切り替える制御と、を行った後で、階調変換回
路４７から出力される画像信号に基づいて得られる輝度値ＢＬＳを、蛍光観察モードに設
定された直後の輝度値ＢＬＦに維持するための制御として、光学ズームの現在の光学倍率
Ｍａを最大光学倍率ＭＨから最小光学倍率ＭＬへ徐々に変化させる制御を再度行うための
レンズ駆動制御信号を生成してレンズ駆動機構２３へ出力する。
【０１２３】
　レンズ駆動機構２３は、制御回路５３から出力されるレンズ駆動制御信号に応じ、結像
レンズ２２をテレ端側からワイド端側へ徐々に移動させるための動作を行う。
【０１２４】
　制御回路５３は、光学ズームの現在の光学倍率Ｍａの逆数に相当する１／Ｍａ倍で電子
ズーム処理を行わせるための制御を画像処理回路４８に対して行う。
【０１２５】
　すなわち、以上に述べたような各部の動作によれば、内視鏡システム１の観察モードが
蛍光観察モードに設定された際に、少なくとも前述の観察距離Ｄ１からＤ２までの区間に
おいて、所望の被写体に投与された蛍光薬剤から発せられる蛍光の発生部位を同定可能な
擬似カラー画像をモニタ５に表示させることができる。その結果、本変形例によれば、蛍
光観察において、蛍光の発生部位を同定可能な状態を極力維持しつつ観察を行うことがで
きる。
【０１２６】
　なお、以上に述べた実施例及び変形例は、光学視管２Ａ及びカメラユニット２Ｂを具備
して構成された内視鏡２に対して適用されるものに限らず、例えば、被検体内に挿入可能
な細長の挿入部を有するとともに、当該被検体内の被写体を撮像するための撮像素子（カ
ラーＣＣＤ）等を具備する撮像部を当該挿入部の先端部に設けて構成された電子内視鏡に
対しても略同様に適用可能である。
【０１２７】
　なお、本発明は、上述した実施例及び変形例に限定されるものではなく、発明の趣旨を
逸脱しない範囲内において種々の変更や応用が可能であることは勿論である。
【０１２８】
　本出願は、２０１４年１１月５日に日本国に出願された特願２０１４－２２５３７０号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の
範囲、図面に引用されたものとする。
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【図１０】

【図１１】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月13日(2016.4.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一態様の内視鏡システムは、蛍光物質を励起して蛍光を発生させるための励起
波長を含む第１の波長帯域の透過率が所定の透過率であるとともに、前記第１の波長帯域
とは異なる波長帯域である第２の波長帯域の透過率が前記所定の透過率よりも低い第１の
透過率であるような透過特性を具備して形成された第１の光学フィルタと、前記第１の波
長帯域の透過率が前記所定の透過率であるとともに、前記第２の波長帯域の透過率が前記
第１の透過率よりも高くかつ前記所定の透過率よりも低い第２の透過率であるような透過
特性を具備して形成された第２の光学フィルタと、前記第１の光学フィルタ及び前記第２
の光学フィルタを具備し、光源から発せられる光の光路上に前記第１の光学フィルタまた
は前記第２の光学フィルタのいずれかを介挿させることにより、前記第１の波長帯域の光
と、前記第２の波長帯域の光と、を出射するように構成された光源部と、前記蛍光物質を
有する被検体内の被写体に前記第１の波長帯域の光を照射した際に発生する前記蛍光と、
前記被写体に前記第２の波長帯域の光を照射した際に発生する反射光と、を撮像するよう
に構成されたカメラユニットと、前記反射光を撮像して得られる反射光画像の明るさを、
前記光路上に前記第１の光学フィルタが介挿された後の明るさに相当する明るさ基準値に
維持するための所定の制御を行った後で、前記反射光画像の明るさが前記明るさ基準値未
満になったことを検出した際に、前記光路上に介挿される光学フィルタを前記第１の光学
フィルタから前記第２の光学フィルタへ切り替えるための制御を前記光源装置に対して行
うように構成された制御部と、を有する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蛍光物質を励起して蛍光を発生させるための励起波長を含む第１の波長帯域の透過率が
所定の透過率であるとともに、前記第１の波長帯域とは異なる波長帯域である第２の波長
帯域の透過率が前記所定の透過率よりも低い第１の透過率であるような透過特性を具備し
て形成された第１の光学フィルタと、
　前記第１の波長帯域の透過率が前記所定の透過率であるとともに、前記第２の波長帯域
の透過率が前記第１の透過率よりも高くかつ前記所定の透過率よりも低い第２の透過率で
あるような透過特性を具備して形成された第２の光学フィルタと、
　前記第１の光学フィルタ及び前記第２の光学フィルタを具備し、光源から発せられる光
の光路上に前記第１の光学フィルタまたは前記第２の光学フィルタのいずれかを介挿させ
ることにより、前記第１の波長帯域の光と、前記第２の波長帯域の光と、を出射するよう
に構成された光源部と、
　前記蛍光物質を有する被検体内の被写体に前記第１の波長帯域の光を照射した際に発生
する前記蛍光と、前記被写体に前記第２の波長帯域の光を照射した際に発生する反射光と
、を撮像するように構成されたカメラユニットと、
　前記反射光を撮像して得られる反射光画像の明るさを、前記光路上に前記第１の光学フ
ィルタが介挿された後の明るさに相当する明るさ基準値に維持するための所定の制御を行
った後で、前記反射光画像の明るさが前記明るさ基準値未満になったことを検出した際に
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、前記光路上に介挿される光学フィルタを前記第１の光学フィルタから前記第２の光学フ
ィルタへ切り替えるための制御を前記光源装置に対して行うように構成された制御部と、
　を有することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記カメラユニットに設けられ、前記制御部の制御に応じて光学的な変倍動作を行うよ
うに構成された光学ズーム機構をさらに有し、
　前記制御部は、前記所定の制御として、前記光学的な変倍動作における現在の光学倍率
を最大光学倍率と最小光学倍率との間で徐々に変化させるための制御を前記光学ズーム機
構に対して行う
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記制御部は、前記光学的な変倍動作における現在の光学倍率を前記最小光学倍率に変
化させた後で、前記反射光画像の明るさが前記明るさ基準値未満になったことを検出した
際に、前記光路上に介挿される光学フィルタを前記第１の光学フィルタから前記第２の光
学フィルタへ切り替えるための制御を前記光源装置に対して行うとともに、前記光学的な
変倍動作における現在の光学倍率を前記最小光学倍率から前記最大光学倍率へ瞬時に変化
させるための制御を前記光学ズーム機構に対して行う
　ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記反射光画像に対して電子的な変倍処理を施すように構成された電子ズーム処理部を
さらに有し、
　前記制御部は、前記光学的な変倍動作における現在の光学倍率の逆数に相当する倍率で
前記電子的な変倍処理を行わせるための制御を前記電子ズーム処理部に対して行う
　ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記制御部は、前記光路上に介挿される光学フィルタを前記第１の光学フィルタから前
記第２の光学フィルタへ切り替えるための制御と、前記光学的な変倍動作における現在の
光学倍率を前記最小光学倍率から前記最大光学倍率へ瞬時に変化させるための制御と、を
行った後で、前記所定の制御を再度行う
　ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記蛍光を撮像して得られる蛍光画像に対し、前記第１の光学フィルタから前記第２の
光学フィルタへの切り替え時における明るさの変動を抑制するための階調変換処理を施す
ように構成された階調変換処理部をさらに有する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【手続補正書】
【提出日】平成28年9月8日(2016.9.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一態様の内視鏡システムは、蛍光物質を励起して蛍光を発生させるための励起
波長を含む第１の波長帯域の透過率が所定の透過率であるとともに、前記第１の波長帯域
とは異なる波長帯域である第２の波長帯域の透過率が前記所定の透過率よりも低い第１の
透過率であるような透過特性を具備して形成された第１の光学フィルタと、前記第１の波
長帯域の透過率が前記所定の透過率であるとともに、前記第２の波長帯域の透過率が前記
第１の透過率よりも高くかつ前記所定の透過率よりも低い第２の透過率であるような透過
特性を具備して形成された第２の光学フィルタと、前記第１の光学フィルタ及び前記第２
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の光学フィルタを具備し、光源から発せられる光の光路上に前記第１の光学フィルタまた
は前記第２の光学フィルタのいずれかを介挿させることにより、前記第１の波長帯域の光
と、前記第２の波長帯域の光と、を出射するように構成された光源部と、前記蛍光物質を
有する被検体内の被写体に前記第１の波長帯域の光を照射した際に発生する前記蛍光と、
前記被写体に前記第２の波長帯域の光を照射した際に発生する反射光と、を撮像するよう
に構成されたカメラユニットと、前記カメラユニットに設けられ、光学的な変倍動作を行
うように制御される光学ズーム機構と、前記反射光を撮像して得られる反射光画像の明る
さを、前記光路上に前記第１の光学フィルタが介挿された後の明るさに相当する明るさ基
準値に維持するために、所定の制御として、前記光学的な変倍動作における現在の光学倍
率を最大光学倍率と最小光学倍率との間で徐々に変化させるための制御を前記光学ズーム
機構に対して行った後で、前記反射光画像の明るさが前記明るさ基準値未満になったこと
を検出した際に、前記光路上に介挿される光学フィルタを前記第１の光学フィルタから前
記第２の光学フィルタへ切り替えるための制御を前記光源部に対して行うように構成され
た制御部と、を有する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蛍光物質を励起して蛍光を発生させるための励起波長を含む第１の波長帯域の透過率が
所定の透過率であるとともに、前記第１の波長帯域とは異なる波長帯域である第２の波長
帯域の透過率が前記所定の透過率よりも低い第１の透過率であるような透過特性を具備し
て形成された第１の光学フィルタと、
　前記第１の波長帯域の透過率が前記所定の透過率であるとともに、前記第２の波長帯域
の透過率が前記第１の透過率よりも高くかつ前記所定の透過率よりも低い第２の透過率で
あるような透過特性を具備して形成された第２の光学フィルタと、
　前記第１の光学フィルタ及び前記第２の光学フィルタを具備し、光源から発せられる光
の光路上に前記第１の光学フィルタまたは前記第２の光学フィルタのいずれかを介挿させ
ることにより、前記第１の波長帯域の光と、前記第２の波長帯域の光と、を出射するよう
に構成された光源部と、
　前記蛍光物質を有する被検体内の被写体に前記第１の波長帯域の光を照射した際に発生
する前記蛍光と、前記被写体に前記第２の波長帯域の光を照射した際に発生する反射光と
、を撮像するように構成されたカメラユニットと、
　前記カメラユニットに設けられ、光学的な変倍動作を行うように制御される光学ズーム
機構と、
　前記反射光を撮像して得られる反射光画像の明るさを、前記光路上に前記第１の光学フ
ィルタが介挿された後の明るさに相当する明るさ基準値に維持するために、所定の制御と
して、前記光学的な変倍動作における現在の光学倍率を最大光学倍率と最小光学倍率との
間で徐々に変化させるための制御を前記光学ズーム機構に対して行った後で、前記反射光
画像の明るさが前記明るさ基準値未満になったことを検出した際に、前記光路上に介挿さ
れる光学フィルタを前記第１の光学フィルタから前記第２の光学フィルタへ切り替えるた
めの制御を前記光源部に対して行うように構成された制御部と、
　を有することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記制御部は、前記光学的な変倍動作における現在の光学倍率を前記最小光学倍率に変
化させた後で、前記反射光画像の明るさが前記明るさ基準値未満になったことを検出した
際に、前記光路上に介挿される光学フィルタを前記第１の光学フィルタから前記第２の光
学フィルタへ切り替えるための制御を前記光源部に対して行うとともに、前記光学的な変



(23) JP WO2016/072172 A1 2016.5.12

倍動作における現在の光学倍率を前記最小光学倍率から前記最大光学倍率へ瞬時に変化さ
せるための制御を前記光学ズーム機構に対して行う
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記反射光画像に対して電子的な変倍処理を施すように構成された電子ズーム処理部を
さらに有し、
　前記制御部は、前記光学的な変倍動作における現在の光学倍率の逆数に相当する倍率で
前記電子的な変倍処理を行わせるための制御を前記電子ズーム処理部に対して行う
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記制御部は、前記光路上に介挿される光学フィルタを前記第１の光学フィルタから前
記第２の光学フィルタへ切り替えるための制御と、前記光学的な変倍動作における現在の
光学倍率を前記最小光学倍率から前記最大光学倍率へ瞬時に変化させるための制御と、を
行った後で、前記所定の制御を再度行う
　ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記蛍光を撮像して得られる蛍光画像に対し、前記第１の光学フィルタから前記第２の
光学フィルタへの切り替え時における明るさの変動を抑制するための階調変換処理を施す
ように構成された階調変換処理部をさらに有する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
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